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7 付議事件及び審査結果

付　　議　　事　　件　　名 審査結果

議案
岩倉市税条例等の一部改正について

全員賛成

第39号 原案可決

議案
岩倉市都市計画税条例の一部改正について

全員賛成

第40号 原案可決



1 
 

議案第３９号 岩倉市税条例等の一部改正について 

当局の説明を省略し、直ちに質疑に入る。 

 

問 土地の価格の特例で平成 28年度と平成 29年度となっているが、どの

ような内容か。 

答 附則第 11条の２における土地の価格の修正についてですが、土地の評

価額は３年に一度見直しをすることになっています。評価替えと呼ばれ

ていますが、この評価替えの間に自然的、社会的条件によって、地価が

下落した際に価格を修正できる仕組みで、この制度を引き続いて適用す

る内容です。 

 

問 従来の制度が、平成 27年度も適用されるということか。 

答 そのとおりです。 

 

問 軽自動車税の見直しについて、税率引き上げを１年延長する理由はな

にか。 

答 原動機付自転車と二輪車については、平成 27 年度から税率を引き上げ、

三輪及び四輪については、平成 28年度から税率を引き上げる内容として

いましたが、その後、国において、同じ軽自動車税である原動機付自転

車と二輪車だけ先行して税率が引き上がることについて議論がされた結

果、原動機付自転車と二輪車の税率の引き上げ時期を１年間先に遅らせ

るものです。 

 

質疑を終結し、討論に入る。 

 討論はなく、採決に入る。 

採決の結果、議案第３９号は、全員賛成で原案のとおり可決すべきものと

決した。 
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議案第４０号 岩倉市都市計画税条例の一部改正について 

当局の説明を省略し、直ちに質疑に入る。 

質疑はなく、討論に入る。 

 討論もなく、採決に入る。 

採決の結果、議案第４０号は、全員賛成で原案のとおり可決すべきものと

決した。 




